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Into my Packet

Challenged

吉村順子
junko@suehiro.nakano.tokyo.jp

C  O  L  U  M  N

市 民 の 声 と イ ン タ ー ネ ッ ト

「Challenged」ということばをご存じでしょうか？

以前、会話のなかで「Handicapper」ということばを使っ

たら、友人に「Challengedだよ」と直されました。日本語では

「障害者」ということばで表されていますが、英語では積極的

に挑戦を続ける人という前向きなニュアンスが感じられます。

●

阪神・淡路大震災が起きてから13日目のことです。私は宝

塚市を訪れました。坂上正司さんに会うためです。坂上さんは

高校1年の時、ラグビーの試合中に頸椎を損傷して首から下が

動かなくなりました。しかし、一本の指先だけ、かすかな感覚が

残っており、現在はその指でパソコン通信をしています。坂上

さんは、ボランティア団体の「プロップ・ステーション（prop.

or.jp）」が運営するプロップネットの運営を担当しています。

その日、坂上さんは寒いのに電動車椅子に乗って、途中ま

で出迎えてくれました。道の両側の家は崩れ落ち、塀は傾いて

つっかえ棒で支えられています。「あの家の同級生のお父さんが

亡くなった」というような話を道すがらいくつもうかがい、地

震で日常生活が根こそぎ破壊されたことがよくわかりました。

日頃、地域活動を活発にしている坂上さんは、震災援助物

資の配分などの指揮に連日あたっているということでした。被

災したChallengedがChallengedでない被災者への支援活動

をしていると聞き、そのたくましさに胸を打たれました。同時

に私は、自分にも人のためにできることが必ずあるはずだと気

持ちを新たにしました。

本棚からテレビが落ちるなどの被害は多少あったものの、坂

上さんの仕事場は無事でした。車椅子のままで出入りできるよ

うに、段差のない玄関や自動ドアが設置されています。また、

パソコンには坂上さんの体に合った入力機器がセットされてお

り、自由に電子空間をナビゲートできるのです。

●

いろいろな事情でなかなか外出しにくいChallengedにとっ

て、ネットワーク通信は社会との大きな接点になります。最近、

プロップネットはUNIXマシンをゲートウェイにして、インター

ネットとのUUCP接続を始めました。プロップネットをおもな

活動場所にしているChallengedのみなさんの電子空間が一段

と広がることは、ネットワークの可能性が広がることでもあり、

とても期待しています。

しかし、個々の通信環境の構築には、状況に応じたオーダ

ーメイドのきめ細かさが必要です。ときには機器のセットアッ

プ支援のために何回も通わなければいけないこともあります。

プロップネットの運営母体でChallengedの自立支援活動を

行っているプロップ・ステーションでは、これまでボランティア

らによって本当に地道な作業が積み重ねられてきました。そし

て現在では、ネットワーク環境が整備され、ほとんど

Challengedの在宅作業によって会報『フランカー』が編集・

発行できるまでになりました。

●

私も、東京地区でそうした活動のための場を作ったり、ネッ

トワークを活用したい人のための技術協力などを続けていくこ

とにしています。しかし、まだ私の周囲では普及のための人手

が絶対的に足りません。休日に、Challengedへのネットワー

ク通信の普及活動をボランタリーに継続してやってみようとい

う方や、興味のある方は、私のメールアドレスか、末廣ハウス

（FAX:03-5340-5242）へご連絡ください。お待ちしています。
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